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標準ガスの指定校正機関としての高い技術を用いて

水素ガス中の不純物について信頼性の高い測定を行います

高純度の水素の需要

「2050年カーボンニュートラル」
の実現に向けた取組みの中で、
水素は特に鍵となる物質です。

・水素還元製鉄

産業

・燃料電池

・水素タービン

発電

・FCV

・水素ステーション

輸送

FCV用水素の品質規格

CERIでできること

本機構は標準ガスの指定校正機関※として、
標準ガスの製造技術及び測定技術を有して
います。この技術を用いて水素ガス中の不純
物について信頼性の高い分析を行います。

表中に記載のない成分についてもお気軽に
お問い合わせください。

※本機構は、濃度（標準ガス及び標準液）に係る指定校
正機関として経済産業大臣から指定され、一次標準物質
（国家標準）を調製・維持管理し、登録事業者に対し二次
標準物質の校正（値付け）を行っています。

分析項目 分析装置例

水 CRDS

全炭化水素［メタン換算］

GC-FID

GC-MS

GC-TCD

メタン

酸素

ヘリウム

窒素

アルゴン

二酸化炭素

一酸化炭素

表 分析項目及び装置例

ISO14687：2019はFCV用水素の品質
を規定した規格です。この規格に記載
されている水素ガス中不純物は触媒
被毒によって燃料電池の特性の効率
低下を引き起こし、内部やシステムに
悪影響を及ぼします。

世界的にガソリン車の新車販売をなくし、
電動車（EV）への移行を目指していま
す。特に、燃料電池自動車（FCV）は走
行時に二酸化炭素を排出しないことか
ら注目されています。

自動車産業界

ガソリン車

電気自動車
（BEV）

FCV

ハイブリッド車
（HV）

etc.
EV

※

※CRDS:キャビティリングダウン分光法


